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 表246 50過ぎの働き方の希望と, 実際の予想 (最も確率の高い姿) (％) 
   希望   実際の予想  
今の会社で 取締役以上  20.5   2.8   
 部長クラス以上 (部下を持つ役職として) 25.9 37.8  16.2 30.5 
  (役職につかなくても処遇として) 11.9  14.3  
 課長クラス以上 (部下をもつ役職として) 7.5 11.2  18.1 25.9 
  (役職につかなくても処遇として) 3.6  7.9  
 監督職クラス以上 2.9   5.0   
 その他  1.8   2.7   
別の会社で 取締役以上  1.0   1.2   
 部長クラス以上 (部下をもつ役職として) 1.1 1.8  1.7 3.5 
  (役職につかなくても処遇として) 0.7  1.8  
 課長クラス以上 (部下をもつ役職として) 0.4 0.7  0.5 1.2 
  (役職につかなくても処遇として) 0.4  0.7  
 監督職クラス以上 0.2   0.4   
 その他  0.1   0.6   
自営 (個人企業) 開業  5.1   2.2   
隠退   1.5   1.0   
無回答   15.4   23.0   
 














表247 50過ぎの働き方の希望と, 実際の予想 
(最も確率の高い姿) (その 2 ) (％) 
 希望 実際の予想 
現社で部長取締役 58.3 33.6 
現社で課長クラス 11.2 25.9 
現社で監督職・一般 4.7 7.6 
他社で部長・取締役 2.8 4.7 
他社で課長以下 1.1 2.2 
自営開業 5.1 2.2 
隠退 1.5 1.0 



























職位        
部長クラス 82.1% 2.6%  5.1%    
課長クラス 47.7% 24.3% 2.3% 4.5% .3% .3% .8% 
係長・主任クラス 19.8% 29.3% 13.9% 4.8% 2.9% 2.2% 1.1% 
一般社員 12.7% 28.9% 11.3% 5.6% 6.3% 7.0% 1.4% 
年齢        
34歳以下 21.7% 30.4% 6.8% 5.8% 4.3% 5.8% 1.4% 
35歳－39歳 30.9% 29.5% 8.7% 6.0% .7% .7% .7% 
40歳－44歳 40.0% 19.4% 10.3% 4.2% 1.8% 2.4% 1.2% 
45歳－49歳 48.2% 18.1% 10.2% 2.4% 2.4%   
50歳以上 30.0% 32.5% .8% 5.8% .8%  1.7% 
無回答 22.2% 33.3% 5.6%   5.6%  
(注 無回答を表示しなかった) 
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2 相対的 ｢自立｣ 志向 



























ことを促す要因 (複数回答) (人, ％) 
実績主義で差がつき同期意識が薄れる 462 56.0 
公募や自己申告など自立を促す制度が普及 329 39.9 
趣味を持つサラリーマン増加 320 38.8 
家庭の価値が大きくなり会社の価値低下 320 38.8 
汎用的専門性を持ったサラリーマン増加 315 38.2 
低成長で会社の成長性に陰り 313 37.9 
情報化で在宅でも仕事が可能に 308 37.3 
高齢化で早めに高齢期の職に転職する 296 35.9 
高齢期の第二, 第三の職場を考え行動 281 34.1 
自分を高く売れると思う若者が増加する 197 23.9 
国際化で海外エリートの思考・行動が浸透 160 19.4 
長子化で地域への愛着が増す 99 12.0 
倫理問題で企業への信頼がなくなる 95 11.5 
その他 25 3.0 
 















4  能力主義化する人事制度と組織人の心情 (8) 







い｣ 人こそ 4 人に 1 人はいるが, ｢定年後の職確保
を会社に頼まず済む人｣ は 5 人に 1 人で, 少ない












表251 会社には ｢自立｣ サラリーマンはどれぐらいいるか (100人中何人ぐらいか：人) 
 平均値 標準偏差 
会社の肩書きがなくても寂しくない人の比率 23.06 21.12 
定年後の職確保を会社に頼まず済む人の比率 21.75 22.47 
収入 3 割減に耐えられる蓄積のある人の比率 18.35 18.17 
いなくなると会社がしばらく困る人の比率 15.50 22.52 
会社を辞めても没頭できる趣味のある人の比率 14.30 14.05 
上司と堂々と議論できる人の比率 12.75 13.09 
転職先がいくらでもある人の比率 11.72 13.23 
厳格に管理されずに成果は出せる人の比率 10.90 12.33 
海外転勤でも活躍できる人の比率 10.62 14.01 
派遣社員になっても今の年収確保できる人の比率 8.78 13.63 
利益を生む事業・商品開発ができる人の比率 7.44 8.66 
関連会社社長にすぐなれる人の比率 7.22 11.69 
経営陣と堂々と議論ができる人の比率 6.73 8.36 
配偶者・子どもの収入で食べていける人の比率 6.65 9.39 
公的な資格で独立できる人の比率 5.84 7.76 
社外講演会等の講師がつとまる人の比率 4.94 7.32 
職業能力で社外でも有名な人の比率 4.88 7.23 
いつでも独立開業できる人の比率 4.58 6.51 







できる人｣ がもっとも少なく (3.5人), ｢定年後の
職確保を会社に頼まず済む人｣ が少なく (18.7人), 
｢職業能力で社外でも有名な人｣ が少なく (3.6人), 
｢公的な資格で独立できる人｣ が少ない (4.3人)｡ 
また ｢会社の肩書きがなくても寂しくない人｣ 
が少ない (20.0人)｡ しかし ｢上司と堂々と議論で
きる人｣ が多く (18.0人), ｢厳格に管理されずに
成果は出せる人｣ が多い (15.5人)｡ それだけ社外
に独立はできないが社内ではガンばるタイプで
ある｡ ｢収入 3 割減に耐えられる蓄積のある人｣ 
が多く (24.7人), 社内でのそのガンバリに対して
経営志林 第49巻 3 号 2012年10月  5 
賃金が高いので蓄積はあるが ｢派遣社員になっ














らく困る人｣ (部長の評価で12.9人) などである｡ 






論ができる｣ とする者も 4 割, ｢厳格に管理され




者は 1 割しかいない｡ ｢いつでも独立開業できる｣ 
となると 3 ％しかいない｡ 
 








転職先がいくらでもある 11.9 44.5 
いつでも独立開業できる 3.4 35.6 
収入 3 割減に耐えられる蓄積がある 15.8 38.9 
定年後の職域確保を会社に頼まずに済む 25.7 39.5 
経営陣と堂々と議論ができる 13.7 37.3 
職業能力で社外でも有名だ 4.4 33.6 
公的な資格で独立できる 5.5 32.8 
会社を辞めても没頭できる趣味がある 31.5 31.8 
社外講演会等の講師がつとまる 7.9 30.1 
利益を生む事業・商品開発ができる 11.3 26.2 
上司と堂々と議論ができる 38.1 25.8 
作家・芸術家として収入確保できる 1.1 24.4 
厳格に管理されずに成果は出せる 33.9 19.4 
海外転勤でもすぐ活躍できる 15.8 17.6 
関連会社の社長にすぐなれる 11.2 18.4 
自分がいないと会社がしばらく困る 25.0 14.8 
会社の肩書きがなくても寂しくない 46.9 13.6 
派遣社員になっても今の年収が確保できる 5.3 11.3 
配偶者・子どもの収入で食べていける 2.2 6.1 
 










③ ｢収入 3 割減に耐えられる蓄積がある｣ 
































む｣ 50歳以上 (43.3％) 

























































































｢収入 3 割減に耐えられる蓄積がある｣ ように
なりたい者が 4 割, ｢定年後の職域確保を会社に
頼まずに済む｣ ようになりたい者も 4 割｡ これら
は経済的自立力を育てようとしている人々と考
えることができる｡ 
｢職業能力で社外でも有名｣ になりたい人が 3 
人に 1 人, ｢公的な資格で独立できる｣ ようにな
りたい人も同様, ｢社外講演会等の講師がつとま




















が強い), 34歳以下 (組織内での交渉力強化志向) 
などである｡ 
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表253 サラリーマン自立への努力目標 (業種, 規模, 職位, 年齢, 職掌で他より多いところ) 
 業種 規模 職位 年齢 職掌 
転職先がいくらでもある 商社    商品企画・市場開発 
いつでも独立開業できる 商社 999人以下 一般  商品企画・市場開発 
収入 3 割減に耐えられる蓄積がある 商社  一般/課長  商品企画・市場開発 
経営陣と堂々と議論ができる 商社     
職業能力で社外でも有名だ 対個サ    商品企画・市場開発 
公的な資格で独立できる 一般     
社外講演会等の講師がつとまる 対個サ  一般  商品企画・市場開発 
作家・芸術家として収入確保できる 対個サ    店頭営業・店舗管理 
会社を辞めても没頭できる趣味がある     店頭営業・店舗管理 
外交営業・購買資材 
利益を生む事業・商品開発ができる    34歳以下  
上司と堂々と議論ができる   一般 34歳以下  
厳格に管理されずに成果は出せる   一般 34歳以下 商品企画・市場開発 
海外転勤でもすぐ活躍できる      
関連会社の社長にすぐなれる 商社・対個サ  部長   
自分がいないと会社がしばらく困る   部長  人事・教育 
派遣社員になっても今の年収が確保できる   部長   










































企業内の福利厚生が充実, 離れづらい 55 6.7
その他 42 5.1
 
経営志林 第49巻 3 号 2012年10月  9 



















とあらためて感じているが, 34歳以下では 4 人に 
1 人だけである｡ 





















 表255 職層別にみた仕事への取り組み姿勢への評価 (まわりの社員をみて) (％) 
  部長 課長 監督職 一般社員 臨時/ 
  クラス クラス クラス 中高年 男性 女性 パート 
1 仕事に熱心になった 24.1 36.5 25.7 9.8 20.6 8.8 8.2 
2 以前と変わらない 53.3 51.9 55.5 58.2 63.4 72.2 66.4 
3 仕事になげやりになった 4.0 4.2 4.6 24.7 9.3 8.7 4.8 
4 無回答 8.6 7.4 7.4 7.3 6.7 10.2 20.7 
仕事意欲評価指数 32.9 34.8 24.6 -16.1 12.1 0.1 4.0 
(注) 仕事意欲評価指数は ｢仕事に熱心になった｣ 100, ｢仕事になげやりになった｣ -100, ｢以前と変わらな










また一般社員 (男性) についても, 係長・主任お
よび一般社員は部課長よりも厳しく見ている｡ 
 
10  能力主義化する人事制度と組織人の心情 (8) 
 表256 職層別 仕事意欲評価指数 (％) 
 部長 課長 監督職 一般社員 臨時/ 
 クラス クラス クラス 中高年 男性 女性 パート 
部長クラス 39.5 48.6 24.1 -5.7 22.2 3.0 3.7 
課長クラス 35.0 41.7 23.8 -17.9 19.5 5.0 6.5 
係長・主任クラス 27.8 28.8 26.7 -17.2 6.2 -4.4 .9 






したとしている (14.2％)｡ また不況以前から ｢も
ともと自立サラリーマンを目指していた｣ とい





表257 今回の不況で, 自立できるサラリーマンに 










ンは考えていないという者は50歳以上に 3 割弱｡ 
対照的に34歳以下の者では, もともと自立サラリ



























34歳以下 42.5% 13.0% 6.8% 15.0% 8.7% 13.5% .5% 
35歳－39歳 32.9% 22.1% 14.1% 6.7% 14.1% 8.7% 1.3% 
40歳－44歳 33.9% 13.3% 16.4% 15.8% 9.1% 10.9% .6% 
45歳－49歳 35.5% 11.4% 16.9% 16.3% 13.9% 5.4% .6% 



























という人も 5 人に 1 人はいる (21.7％)｡ このよう
に考えた人は部長クラスに多い (38.5％) (年齢と
は関係がない)｡ 




めたくなったこと (問25) は, ｢しばしばあった｣ 

























 表260 昇進スピード別 いままで転職を考えたこと (列計) 
 自分の昇進スピード 
 抜擢された まずまず順調 平均的 遅れている 
辞職を考えたこと     
しばしばあった 16.7% 14.9% 19.1% 33.6% 
時に考えた 53.3% 61.3% 58.8% 53.8% 
なかった 30.0% 22.7% 22.1% 12.6% 





























表261 転職を考えたことのある人が, それを思いとどまった理由 
(複数回答) (人, ％) 
13 子供の独立までは生活を安定させていたい 219 34.0 
10 中途採用をしてくれる会社が限られて来る 211 32.8 
16 環境が変わることへの不安感 199 30.9 
14 この歳になって転職などできないと思った 158 24.5 
15 他社で通用する力があると思えなかった 153 23.8 
3 定年までいた方が退職金が有利になる 125 19.4 
9 自分の能力を活かせる職場が他にない 112 17.4 
1 頑張っておれば出世する可能性がある 105 16.3 
4 長くいるほど賃金が高くなる 94 14.6 
11 いずこも不況で人が余っていた 94 14.6 
8 培った社内外の人脈が無駄になる 79 12.3 
12 家族が反対した 76 11.8 
18 結局転職先が見つからなかった 60 9.3 
7 社宅や寮を出なければならないことになる 44 6.8 
2 会社が自分の将来を配慮してくれると信じた 40 6.2 
6 自分がいないと仲間が困る 33 5.1 
17 プライドが傷つくような気がした 28 4.3 
5 自分がいないと会社が困る 26 4.0 
19 慰留され労働条件を変えてもらった 6 .9 
20 その他のことで 71 11.0 
 











34歳以下 9.9% 11.7% 18.7% 16.4% 
35歳－39歳 17.7% 8.8% 28.3% 20.4% 
40歳－44歳 22.5% 9.3% 38.8% 31.8% 
45歳－49歳 23.8% 11.1% 48.4% 30.2% 
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知っている者が83.3％に達している｡ 
好況期の周りの自発的転職者は, なんとかやっ
ていると多くの人が評価しているが,  4 人に 1 人
は苦労しているとみている 
 
 表263 好況期の転職者への評価 (人, ％) 
おおむね成功 71 10.3 
なんとかやっている 445 64.8 
苦労している 166 24.2 




それでも 4 割の人には同僚に自発的転職がある｡  
3 割には部下に自発的転職者がいる｡ 
 
表264 不況に入ってから同期の方で, 自発的な 
転職者の有無は (総合職サラリーマンで) 
(複数回答) (人, ％) 
上司の自発転職あり 143 17.3 
同僚の自発転職あり 360 43.6 
部下の自発転職あり 246 29.8 
   





 表265 不況下の転職者への評価 (人, ％) 
おおむね成功 31 5.9 
なんとかやっている 331 62.6 
苦労されている 159 30.1 
無回答 8 1.5 
〔注〕 
 (1) 同期の間での昇進選抜が強化されると考えてい
るのは , 部長クラスで 71.8％ , 課長クラスで
67.8％, 係長・主任クラスで61.2％, 一般社員クラ
スで59.9％であり, 職位と相関する｡ 
 (2) 部長クラスで46.2％, 課長クラスで47.5％, 係
長主任クラスで40.3％, 一般社員クラスで30.3％｡ 
 (3) 50歳以上51.7％ , 45－49歳53.6％ , 40－44歳
47.3％, 35－39歳36.9％, 34歳以下26.1％｡ 
 (4)  1 万人以上27.9％, 3000－9999人23.4％, 1000－
2999人14.1％, 999人以下13.8％｡ 
 
(続) 
